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〔略 歴〕
１９８２年３月 成城大学文芸学部 卒業
１９８４年３月 埼玉大学大学院文化科学研究科修士課程 修了
１９８４～１９９１年 沖電気工業（株）総合システム研究所
１９８９～１９９１年 （株）日本電子化辞書研究所
１９９１～２００３年 （独）国立国語研究所
１９９２～１９９６年 文教大学文学部 非常勤講師
１９９８～２００１年 文教大学文学部 非常勤講師
２００１～２００３年 専修大学文学部 非常勤講師
２００３～２０１４年 専修大学文学部 教授
２０１２～２０１３年 専修大学文学部日本語学科長
主な研究業績
〔学術論文〕
「言葉に関する問答集――よくある「ことば」の質問――問１４」国立国語研究所
２００１
「「くらい」と「ぐらい」にちがいはあるか」（共著）『言語学林１９９５―１９９６』三省
堂 １９９６
「２．システム概要、４．２，４．３」（共著）「要約支援システム COGITO」『情報処理』
第３０巻第１０号、情報処理学会 １９８９
「国定読本の喜怒哀楽をあらわすことば――学年経過に伴う語の多様化」『日本
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語学』１９９３年１月号、明治書院 １９９３
「日本語助数詞体系化の試み」『ソフトウェア文書のための日本語処理の研究―
１２ 名詞辞書にかかわる諸問題』条処理振興事業協会 １９９３
「国定読本における類義語の現われ方――「うつくしい」と「きれい」」『国立国
語研究所報告１０７』研究報告集１５、秀英出版１９９４
「国定読本における副助詞「くらい」と「ぐらい」」『国立国語研究所報告１０９』研
究報告集１７、秀英出版 １９９６
「自然言語処理システムにおける旧字・旧仮名遣いの文章の単位切り自動化の可
能性について」『文部省科学研究費補助金研究成果報告書』 国立国語研究所
１９９７
「辞典とコーパス」『日本語学』１９９８年１２月号、明治書院 １９９８
「コーパスと辞典にとっての新世紀」『日本語学』２００１年１月号、明治書院 ２００１
「映画シナリオ及びドラマ台本におけるト書きの考察」『電子化資料と記述的日
本語研究』（科学研究費補助金基盤研究（C）（１）研究成果 報告書）２００２
「コーパスから量的な情報を導き出すことについて」韓国日本語文學會・日本語
文學 ２００２
「「重い」と「重たい」はどう違う？ なぜ「軽い」は一語しかないの？」明治
書院「日本語学」Vol．２１―No．１４ ２００２
「辞書などで「日本語」を「日本語」で定義することは可能なのか？」明治書院
「日本語学」Vol．２１―No．１４ ２００２
「日本語の逆引き辞典があるそうですが、どんなものですか？」明治書院「日本
語学」Vol．２１―No．１４ ２００２
「分類語彙表 増補改訂版」（共著）国立国語研究所資料集１４ ２００３
「分類語彙表を用いた新しい表現の調査方法――『する前に』『しない内に』と
『しない前に』」International Workshop of The Korean Thesaurus Association
発表論文集 韓国 ２００３
「分類語彙表 増補改訂版」（共著）国立国語研究所７０６ ２００４０１０１
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〔学会等発表〕
「自然言語理解システム ELLEにおける動詞の意味表現について」情報処理学会
自然言語処理研究会 １９８５
「自然言語インターフェースにおける柔軟な入力文対応について」情報処理学会
１９８５
「Prologを用いた帰納的学習」情報処理学会 １９８６
「用例データベース作成のための単位と用例データベースの使い方」国立国語研
究所 １９９８
「言語資源共有機構（GSK）活動報告－欧州言語資源調査報告」日本電子工業振
興協会 ２０００
「新しい日本語辞書の試み――コーパス利用の可能性：「きる」「きれる」を例に
して」第１８回語彙・辞書研究会、語彙辞書研究会２０００
「若者は E―メールでどのように気をつかうか」第８回国立国語研究所「ことば」
フォーラム、国立国語研究所 ２００２
「量的な情報――コーパスから導き出されるもの」韓国日本語文学会第１５回学術
発表大会 Proceedings２００２
「コーパスから見た類義語」単語彙・辞書研究会（三省堂文化会館）２００３
〔発明特許〕
「自然言語解析装置及びその方法」（共同）１９８８
「機械翻訳方式」（共同）１９８９
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